　　　　環境保全活動・環境教育推進法改正のこれまでの経緯

○平成１９年度～平成２０年度

　自由民主党　環境部会　環境教育小委員会において、関係省庁、有識者（学校関係者、ＮＧＯ、学識経験者、企業等）ヒアリングを実施

　平成１９年度　６月、１０月関係省庁ヒアリング、１０月～１１月にかけて有識者ヒアリング（計５回）

　平成２０年度　１１月　関係省庁ヒアリング（計２回）

　　　　　　　　１２月～２月　有識者ヒアリング（計４回）とりまとめ１回

　　　　　　　　３月　議員視察（都内）

　環境教育小委員長　平成１９年度：竹下　亘議員

　　　　　　　　　　平成２０年度：愛知　和男議員

○平成２０年度末～平成２１年度初頭　与党による法案検討作業

○自由民主党　環境部会 環境教育小委員会　環境保全活動・環境教育に関する作業チーム

概要：自民党環境部会環境教育小委員会にて環境保全活動・環境教育推進法の課題と今後の方向性が整理されたことを受けて、法改正に向け具体的な検討を行った。平成21年３月に２回開催。

中心議員：愛知和男議員（小委員会委員長）、北川知克議員他。

○公明党　環境保全活動・環境教育に関するプロジェクトチーム
概要：自民党環境部会環境教育小委員会等における環境保全活動・環境教育推進法改正に向けた具体的な検討を受けて与党ＰＴが設置されることとなったが、公明党として与党ＰＴでの議論に向けた検討・調整が円滑に進むよう、平成21年３月に設置。環境ＮＰＯ等のヒアリングなどを中心に平成21年４月に２回開催。

中心議員：江田康幸議員（座長）、田端正広議員、加藤修一議員、他。

○与党環境の保全・教育の促進に関するプロジェクトチーム
概要：平成21年３月31日の与党政策責任者会議において、環境保全活動・環境教育推進法の改正を今国会において議員立法により行うこととなったことを受けて、平成21年４月に与党ＰＴを設置、法案化の作業を行った。平成21年度４月に２回開催し、４月21日に法案の形で与党案をまとめた。

中心議員：愛知和男議員（座長）、江田康幸議員他。

○平成２１年４月～平成２１年７月　　与党と民主党との調整等

○民主党文部科学・環境部門合同会議での環境保全活動・環境教育推進法改正案の紹介

　概要：４月１５日の部門会議で、環境保全活動・環境教育推進法の進捗状況、与党での検討内容について、与党での改正案につき環境省より説明

　中心議員：岡崎議員、伴野議員

○ＮＧＯ主催による環境教育推進法の改正に係る意見交換会の開催

　概要：６月１０日に、ＮＰＯ法人環境文明２１等７のＮＧＯが呼びかけ人となり、環境保全活動・環境教育推進法の改正案についての与野党議員とＮＧＯ間での意見交換会を開催。（出席議員：愛知議員、北川議員、鈴木議員（自民党）

江田議員、田端議員（公明党）、岡崎議員、広中議員（民主党）菅野議員（社民等）

○民主党文部科学・環境部門合同会議での環境保全活動・環境教育推進法改正案の検討

概要：７月８日の部門会議で、与党案につき、愛知議員から説明、それに対する意見交換を実施。その後、７月９日に、民主党の修正案が伴野議員から、愛知先生に送付、７月１０日中に、与野党中心議員間での民主党の修正案をふまえた改正案がセット。

○与党内での改正法の諸手続、与党での国会提出

　自民党：７月１４日　政審・総務会で承認

公明党：７月　７日　政調全体会議で承認

与党　：７月１４日　与党政策責任者会議で承認

７月１５日　与党で改正法を国会提出　

７月２１日衆議院解散のため、廃案

○平成21年7月22日～平成23年4月

　この間、政府では目立った動きは無し。

環境文明21の動きとしては、個別に議員に働きかけたり、環境政策をNGOとともに進める議員連盟の会合に積極的に参加し、成立を強く要望してきた。

○平成23年5月～6月

5月25日　民主党環境部門会議において、今国会での提出について了承

5月27日　衆議院環境委員会において、全会一致で衆議院環境委員長提案とすることを決定

5月31日　衆議院本会議において、全会一致で可決

6月7日　 参議院環境委員会において、全会一致で可決

6月8日　 参議院本会議において、全会一致で可決、成立

6月15日　公布
